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かかるコストが下がることから、工場での大量生産がはじまる。規模経済である。そして同一産業の工場や関連企業が集積するようになり企業城下町といったものが発展しくる（地域特化の経済） 。 らに人口が増え続け、よりさまざまなサービスが要求されるようにな の結果、より多くの人々が住んでいる地域には、さまざまなサービスを提
供する企業が立地するようになり、都市が形成されていく。このようにさまざまなサービスを提供する施設が集積していると、人々はより便利で幸せを感じることができるし、企業もより多くの需要を ら ることができて、利益が増える。これ 都市化の経済である。実は、人がたくさん集まると、そこに政府の施設や機能も集積している方が都合がよい。人や企業、政府 れば集まるほど、さまざまな利益がうれる。東京はこのようなプロセス経て、現在に至っている。
　ではいつまで人や企業は流れ込ん
でくるのか。それは人や企業を流出させようとする力とのバランスで決まる。人や企業を流出させ うとする負の力が都市化の不経済である環境汚染、混雑などがそ であり、今回の震災 ように、集積が大きけ
れば想定される被害も大きくなる。それらをすべて考えた結果、バランスが取 た点が、最適な都市規模である。現在も人口が流入し続けている東京。このことは、まだまだ東京には集積の利益があるということの表れである。東京がそれほどに魅力的なのか。あるいは東京以外にそれほどに魅力がないのかもし ない。今回の震災を機会に の姿、地方の姿を今一度、考えてもよいと思う。
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